逸身喜一郎の思ひ出

　　　2009年夏学期　西洋古典学（水曜５限）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　ニャン

　今、午前二時三十六分である。眠い。

　今日僕は眠れるのだろうか。

　本題。試験は、

　　　・7月8日（水）5限

　　　・教室はいつもと同じ

　　　・持ち込み何でも可（猛獣は除く）
　問題形式は、大問一問のみ。内容は、エポスについて。つまり、エレゲイアや抒情詩は勉強しなくても良い。具体的には、「エポスの定義およびその展開」と予測される。

　ということで、設問例と解答例を作成した。持ち込み可なので、あまり役に立たないと思われるが、参考にしてもらえたら私は喜ぶだろう。

　注意すべき点は、設問の要求に正確に答えなければならない、ということである。上の予測とは微妙に違うだろうから、設問をよく読んでほしい。

　また、教授は初回および最終回の授業で、あまり細部にはこだわらない、簡潔な答案の方をpreferするとおっしゃっていた。しかし、短すぎてもやる気が無いと思われるので、分量としては裏に少し入るくらいがベストではないか。
　健闘を祈る。

　ちなみに題名は、『アナバシス』を著した、ソクラテスの弟子クセノフォンの著『ソクラテスの思ひ出』に拠っている。この著作はプラトーンの著作に比べ、思想的な深みがないと過小評価されがちだが、プラトンよりもソクラテスの素顔が見えやすく、良い作品だと思う。
　逸身教官は、今年で退官される。西洋古典学は夏学期しか開講されないため、駒場生が講義を受けるのはこれで最後だろう。その温厚な人柄はとても魅力的だった。個人的には、4月15日の第二講、『イーリアス』の講義は、一大長編叙事詩のように壮大で、今までの人生の中で最も感銘を受けた授業の一つだった。半年間、本当にありがとうございました。
問：エポスの定義およびその展開について簡潔に述べよ。

答：
エポスは、ヘクサメトロスという韻律からなる韻文の一ジャンルと定義される。ヘクサメトロスとは、｢長音節・短音節・短音節｣を一単位として、それを六回繰り返したものを一行とする韻律のことである。この一単位は｢長音節・長音節｣への置き換えも可能であり、特に行末は必ず｢長音節・長音節｣となる。
エポスは、古代ギリシャ・ローマの韻文の中で最も高尚とされたジャンルである。エポスは韻律の形式により定義される概念であるため、多彩な内容を含む。そのため、エポス自体も英雄叙事詩、教訓詩、牧歌、エピュッリオン、讃歌といったジャンルに細分化される。このうち、エピュッリオンは比較的短い物語詩であり、讃歌は祭儀の際神々に宛てて歌われた歌であるが、ここでは詳述は割愛する。以下、英雄叙事詩、教訓詩、牧歌の順に、流れを略述する。
英雄叙事詩は、ホメーロスにより確立されたジャンルである。ホメーロスは口誦叙事詩の伝統に従い定型句を用いつつも、定型句への特別な意味の意図的な付与や、考え抜かれた緊密な構成、深いテーマ性により、以前の口誦叙事詩とは比較にならないほど独特で完成された作品を作り上げた。西洋最古の文学といわれる『イーリアス』は、『オデュッセイア』とともに、ギリシャ・ローマの古典文学を通じあらゆるジャンルの規範とされた。
ラテン文学において、ホメーロスの後継者となったのが、ウェルギリウスである。彼は、ギリシャ語からラテン語に移し変えられたヘクサメトロスを完成させ、『イーリアス』と『オデュッセイア』を規範にすえつつも独自の精神性を持つ叙事詩「アエネーイス」により、ローマ人のギリシャ・コンプレックスを解消し、ラテン文学の金字塔を打ち立てた。
この三つの偉大な作品に対し、アポッローニオスは『アルゴー号冒険物語』を、オウィディウスは『変身物語』を、ルーカーヌスは『内乱記』を著し、叙事詩の伝統に属しつつも独自の作品を作り出すのに成功した。
教訓詩は、ホメーロスとほぼ同時代のヘーシオドスにより確立された、様々な知識の披瀝を内容とするジャンルであり、神話を含むことが前提とされる。ヘーシオドスは『神統記』や『仕事と日』により、神々の起源や勤勉の重要性を説いた。その後、ヘレニズム期には、アラートスの『星辰譜』のような、散文的な題材をヘクサメトロスの形に乗せることが流行した。教訓詩は、ラテン文学においては、ウェルギリウスの『農耕詩』が最高峰とされる。この作品は、教訓のみならず、その巧みな自然描写を特長とする。
牧歌は、ヘレニズム期のテオクリトスによって創始されたジャンルである。このジャンルの作品には、都会人の抱く理想郷が牧歌的世界に投影されている。牧歌はラテン文学においては、やはりウェルギリウスの作品が代表的である。
